
供給方法（案） 

必要備蓄量（案） 

同時流行の発生規模が季節性
インフルエンザ平均罹患者と 

同規模 

1,270万人 

季節性インフルエンザの 
同時流行の可能性や過去の 
発生規模を考慮してはどうか 

季節性インフルエンザ患者の 
治療 

現行の考え方 感染症部会の意見 新案 項目 

行動計画の推計を基に罹患者
全員を対象とした場合 

3,200万人 

行動計画の被害想定に基づく
罹患者数や医療機関受診者数

を基本としてはどうか 
患者の治療 

重症患者数は250万人  
※250万人×2(倍量)×2 

(倍期間)－250万人 

750万人 

患者1人当たりの 
濃厚接触者数を10人～100人と

想定してはどうか 

重症患者の倍量・倍期間の治療 

予防投与用 

300万人 
平成19年WHOプロトコール、 
もしくは平成25年WHOガイダン

スを考慮してはどうか 

患者に濃厚接触等した者に 
対する予防投与 

重点的感染拡大防止策 

重症患者は現行の250万人、 

もしくは入院相当程度の患者
200万人として考えてはどうか 

厚生労働省新型インフルエンザ対策に関する小委員会及び作業班における議論を踏まえた 
備蓄目標量の新たな試算の考え方 

参考資料1 

流通備蓄 

市場流通 

即時流通・生産 

流通備蓄分 

400万人 
流通備蓄分 

1,000万人 

抗インフルエンザウイルス薬の 
市場流通量は増大している 

1．季節性インフルエンザ同時流行の 
発生規模について 

2. 新型インフルエンザの治療について 

3. 予防投与について 

2. 流通備蓄について 

新型インフルエンザ発生時には流
通量の増加が見込める 

行政備蓄 

1. 行政備蓄について 

行政備蓄分 

5,300万人 
行政備蓄分 

4,650万人 
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国民の約45%相当 

合計備蓄目標量 
 

国民の約45%相当 
（現行を維持） 


